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日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
両
国
間
で

は
昨
秋
、
文
化
女
流
や
相
互
泣
綬
協

力
促
進
の
坊
を
犯
供
す
る
目
的
か
ら
日

本
各
地
で
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

F
e

e
l
F

』
n
l
a
n
d

」
が
開
他
さ

れ
た
。
「フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
稿
祉
セ
ミ
ナ

ー
ー

n

仙
台」
は
、
そ
の
一部
と
し
て

行
わ
れ
た
。
特
に
今
回
は
高
齢
者
向
け

の
医
療
、
札
辛
続
祉
シ
ス
テ
ム
に
品
川
占
、

を
当
て
た
も
の
で
、
稲
社
川
与
を
仰
開
先
す

る
本
学
を
知
台
に開
似
さ
れ
た
こ
と
は

極
め
て
な品
耽
深
い
。

仙
台
市
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
二
0
0

一
年
六
月
に
国
際
捉
悦
を
結
び

、

O
四

年
度
内
に
市
内
水
の
章
区
にFW
B

C

(フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康
相
社
セ
ン
タ

( 1 ) 
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完成ェルコム21J「ウ
ド
の
瓜
土
人
間
形
成
と
稲
祉
」
、

S

T
A
K
E
S

の
マ
ウ
ノ
コ
ン
テ
イ
ネ

ン
別
総
裁
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉

制
些
な
ど
を
、
第二
セ
ミ
ナ
ー
で
は

S
T
A
K
E
S
の
開
発
拙
寂耳?
ネ
ジ
ャ

ー
で
あ
る
パ
イ
ヴ
イ
ポl
テ
ィ
ラ
イ

ネ
ン
氏
が「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
痴
呆

介

被
」
、
本
学
の
阿
部
哲
也
椛
仰
が
「
日

本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
痴

「本
介
般
の
比

本
学
の
同
比
ケ
丘
第一キ
ャ
ン
パ
ス

に
建
つ
「
ウ
ェ
ル
コ
ム
引
」
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー

ト
の
六
階
建
て
で
、
昨
年
九

月
に
言
。
総
面
積は
延
べ
5
0
3
2

宝
刀
ば
一
会
一階
は
「
予
防
相
祉
他

成
叩
逃
セ
ン
タ
ー
」
で
、
予
防
祈
祉
ク

リ
ニ
J

、
他
府
選
実
践
、
健
制

祉
相
殺
な
ど
の
部
門
が
設
け
ら
れ
、
す

べ
て
の
人
を
対
象
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

捻
依
す
る
。M
R
I
(磁
気
共
鳴
映
像

装
也
)
な
ど
の
画
像
機
訴
を
駆
使
し
て

脳
、
が
ん
、
掬
呆
診
断
や
予
防
検

診
に

伸
子
止
て
る
。

凶
、
五
附
は
同
町
開
学
術
交

流
セ
ン
タ
ー
、
大
公
院
教
室
「
グ
ル
ー

プ
法
人
全
体
の
部
業
展
開
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
推
進
す
る
経
義
括
室
や
産

学
官
連
抑
器
業
開
発
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
最
上
附
に
は
他
府
食
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
H
余
を
通
し
た
ア
メニ
テ
ィ
ー

笠
間
を
蛇
似
す
る
乎
考
L
な
っ
て
い
る
。
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芸
術
を
す
芋
る
こ
こ
ろ

、

自
然
と
の

制
和
や
盛
況
ιか
さ
、
哲
也
曹

開
発
し
た
ノ
キ
ア
に
岱
註
さ
れ
る
制
限
れ

た
科
ギ
技
術
な
ど
、
阿
国
の
問
に
は
互

い
に
相
通
じ
る
も
の
が
多
い

。

ま
た
、
日
本
が
抗
而
し
て
い
る
廿
齢

社
会
問
題に
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

、

同
国
で
開

発
さ
れ
た
傘
必
刀
法
や
皇
産
主

ど
は
多
く
の
示
唆
に
日
む
と
思
わ
れ

る
。

加
え
て
、
予
防
的
ケ
ア
に
軍
点
を

位
く
占
な
ど
も
、
苓
与
が
立
ち
上
げ
た

「ウ
エ
ル
コ
ム
引
」
の
柱
と
な
る
予
防

相
祉
健
康p
t
セ
ン
タ
ー

の
樫
P

み
ロ

致
し
て
い
る。

A
F
J
位
、
阿
国
の
友
好
料
必
凶
係
を
さ

ら
に
深
め
る
う
え
で
も

、

本
学
の
取
り

組
み
が4
目
e
れ
て
い
る。

F

女
性
大
統
領
の
ご
主
人
が
視
察

F
W
B
C
(フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
他
版
相

「
(肋
間
は)
大変
に
光
栄。
い
ろ
い
ろ

制
セ
ン
タ
ー)
部
栄
へ
の
融
解
促
進
の
と
ア
ド
パ
イ
兄
、
感
想
Jど
い
た
だ
き
た

た
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
タ
ル
ヤ

ハ
ロ
ネ
ン
女
代
大
統
領
の
ご
主
人
・
ベ

ン
ペ
ノ
テ
イ
ア
ラ
ヤ
ル
ヴ
ィ
博
土
ら

一

行
十
人
が
十一月
一
干
八
日
、
本
ム
干
の

問
地
施
校「せ
ん
だ
ん
の
阜
の
特
別

接
被
老
人
ホー
ム
を
紡
州
し
子も

京
北
机
祉
会
の
板
帥
仙
波
英
理
事
長
が
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十
一月
十
三
日
か
ら
一
一
一
日
間
に
わ
た

っ
て、
日
齢
者
姉
栄
介
技
研
究
・
研
修

仙
台
セ
ン
タ
ー
±
福
の
平
成
十
五
年
度

「痴
呆
予
防

・

介
能
市
民
附
放
緋
鹿
」

が
、
ウ
エ
ル
コ
ム引で
開
催
さ
れF句。

当
秘
座
は、

い
か
に
し
て
痴
呆
を
予

防
す
る
か、

ま
た
、
痴
呆
に
なって
し

ま
っ
た
人
を
ど
の
よ
う
に
し
て
支
え
る

か
を
共
に
考
、
え
る
機
会
と
な

る
よ
う
、

一般
市
民
を
刈
象
に
、
痴
呆
と
人
訟
に

ー

司
祭
ケ
ア
の
た
め
の
地
域
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り
」
で
は
、
医
師
と
住
民

の
地
域
連
携
が
話
さ
れ
れ
/
」

O

民
終
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「葉
ケ

ア
の
現
場
に
お
け
る
人
材
育
成

」
が
似

さ
れ
、
現
場
ス
タァ
フ
四
人
と
コ
メ
ン

テ
I

タ
!
と
し
て
阿
部
芳
久
教
授
が
出

席
。
司
会
は阿
部
哲
也
訴
闘
が
務
め
セ

ん
一
百
聞
を
過
し
て
の一
般
発
表

大
』

は
口
泌
が1
4
3

本
、
ポ
ス
夕

刻
叫
l

で
担
本
行
わ
れ
、
教
室
は
熱

波
気
に
毎
ま
れ
ミ

h
川

な
お
、
総
会
で
ア
ル
ツ
ハ
イ

恥
即
7
I
症
患
者
だ
っ
た
故
石
附
さ

斗
ん
を
偲
ぶ
石
崎'
hの
晶
子A者
一
一

賞
士

一人
が
発
表
さ
れ
た
。
本
学

崎
附
迎
で
大
学
院
の
浅
井
川
佳
さ

石
ん
、
量
託
研
先
所
の
渡
部

芳
を
c
ん
が
遊
ば
れ
た
。

次
回
は
来
年
え
月
、
新
潟
県
で
開
催

。
A

凡
さ件

汁
ゆ
浅

噌
@

すV糠hアスポ

昨
秋
か
ら
本
学
で
は
、
大
学
関
連
の
い
く
つ
か
の
行
事
を
行
っ
て
い
る

。

そ
の
第
一
弾
と
な
っ
た
の
が
十
月
十
七

日

、
音
楽
堂
・
け
や
きホ
l

ル
で
開
催
され
た
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉セ
ミ
ナ
ー

l
n

仙
台
」。
S
T
A

K
E
S
H

ス

ヲ
ケ
ス

(フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
健
康
福
祉
研
究所
)
の
マ
ウ
ノ
・
コ
ン
テ
イ
ネ
ン
副
総
裁
や
エ
l

口

・
サ
ロ
ヴ
ァ
l

ラ
駐
日

大
使

、

仙
台
市
の
藤
井
繋市
長
ら
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ント
に
は

一般
市
民
三
百
五
十
人、

関
係
ス
ヲッ
フ

盲
人

、

大
学
院
生、

学
部
学
生
を
含
む
延
べ
約
八
百
人
が
参
加
し
た。
な
お

、

こ
れ
と
併
行
し
て
ハ
ーモ
ニ
ー
ス
ク

ウ
エ
ア
前
で
は、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
企
業
五
社
と
日
本側
七
社
に
よ
る
福
祉
関
連
機
器
の
墨
示
会
も
閲
か
れ
た

。

ー

)
事
業
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る

。

福
祉
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
訴
肘
制

さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
た
も
の
で

あ
り
、
住
民
の
関
心
は
向
い

。

そ
の
聞

役
前
に
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
が
感
じ
ら
れ
る
「

F
e
e

l
F
I
n

-

a

n
d

」
は
武
重
な
機

会
に
な
っ
た
よ
う
戸
、

萩
野
浩
券
子
氏
は
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
宿
世
師
か
ら
見
る
と
自
立
の
因

。
学

ぶ
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

交
流
か

ら
新
た
な
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る」と
主
伽
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
ト
、
。

番
組
は
第一 、
第
二
、
第
二
一
セ
ミ
ナ

ー
の
一一
一
つ
に
分
け
ら
れ

、

第
一
セ
ミ
ナ

ー

で
は
駐
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
商

務
百
の
木
釘
比
栴
氏
が「フ
ィ
ン
ラン

アラヤルヴィ博士

い
」
と
依
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た

。

三
浦
銭
也
施
設
長
が
見
取
図
主
不
し

な
が
ら
、
施
設
の似裂
を
悦
明
し
た
。

却
年
ぶ
り
の
再
会

「当
時
の
仲
間
に
会
い
た

い
」
。
切
実
な
思
い
を
打
ち
明

け
た
の
は
昭
和
四
十
七
年
度
に

社
会
読
者
卒
業
し
、
稲

学
井
県
に
住
む
県
木
(し
ほ
ん

ぎ
)
日←附
さ
ん
だ。
二
十
八
歳

一
す
で
の
入
学
。
葉
品
註国
立
療

d
ヲ
咽
目

撃
附
福
井
病
院
に
二
十
六
年
間

務
め
、
現
在
は
き
ま
ざ
ま
な
趣
味
を
楽

し
む
生
活
を
送っ
て
い
る
。

V
そ
ん
な

四
本
木
さ
ん
が
、
三
十
年
ぶ
り
に
母
校

に
や
っ
て
来
た
。
十川
十
二
日
。

こ
の

日
は
体
行
合
巾
任
幹
去
宗
主
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
野
球
大

会
が
行
わ
れ
て
い
た
。
あ
い
に
く
の
雨

の
た
め
国
見
ケ
丘
第一キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
室
内
制
習
場
で
の
閃
他
だ
っ
た
o

v
川
本
木
さ
ん
は
同
級
生
の
杉
山

菊

地
)
均
さ
ん
H
知
的
附m恩
品
怒
航
路
紋

(地
所
)
仙
台
ロI
ズ
ガ
ー
デ
ン
施
設

長
日
と
連
れ
立
っ
て

、

会
場
に
現
れ
た
。

そ
こ
で
偶
然
出
会
っ
た
の
が
恩
師
で
教

授
の
応
援
郎
先
生
だった
。

高
橋
先

生
は
体
育
会
の
会
長
を
務
め
る
関
係

で
、
怖
綾
招
待
チ
I

ム
の
ト
ー
ナ
メン

ト
試
合を
鋭
戦
し
て
いFも
一
一人
は
高

橋
先
生
の
卒
業
生
第
一
号
で
あ
っ
F
MO

一一
天
の
目
は
姉
き
、
話
に
花
が
咲
い
た

の
は

一事
2

ま
で
も
な
い
。V
1
ポ
!
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が、現在
の
名
称
に

な
っ
た
の
は
早成
七
年。
前
身
は
施
設

球
枝
大
余
と
し
て
始
ま
っ
た
昭
和一
一干

三
年
の
短
大
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。

か
つ
て
は
全
学
挙
げ
て
の

一大
イ

ベ
ン
ト
で
、
参
加
す
る
主
の
ぞ
多

か
っ
た
。

V
姿
、
形
は
変
わ
っ
て
も
昔

か
ら
の
行
事
が
自
の
前
で
繰
旦
仏
げ
ら

れ
、
加
え
て
先
生
が
い
る
。
作日
本
時
代

に
戻
っ
た二
人
は
自
然
「皆
に
会
い
た

い
」
と
なっ
F、。

四
本
木
さ
ん
は「
当

時
の
穿
叫
が
な
い
。
あ
れ
ば
あ
れ
こ
れ

話
せ
る
の
だ
が。ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
」
と
只
加
で
想
え
て
い
る
。

主
走

り
の
方
は
同
窓
会
閉
務
一
主
ま
で
ぜ
ひ
、

ご
一報
を。
(

同
比
太
郎
)

京日



(2) 

エ
ク
ト

X
N
に
見
る
日
本
人」
な
ど
、

俳
弁
を
慌
るい
、
会
場
は
充
実
し
た
雰

聞
気
に
包
忘れ
た
。

渡
辺
信
英
学
部
長
は「
今、
日
本
は

歴
史
的
な組
み
伴
え
を
し
て
い
る。そ

の
中
心人
物
で
あ
る
大
臣
の
楕
を
、
自

の
前
で聞
け
た
こ
と
は
立
抵
な
経
験
で

は
な
い
か
」
と
感慨深
げ
に
知っ
た
。

竹中平蔵大臣が特別講義
テーマ「日本再生に向けて、若者への期待J

人税迎た日 2 す経
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平成6年

(1994年)

当時

-
大
学
院

総
合
智
子
研
究
科(陣
士
棺
土
産
)

.
通
信
制
大
学
院

総
合
相
華
研
究
科
信
義
利)

-
通
信
教
育
部

壮
語
制
託
社
会
教
育
学
科
認
心
理
科

・
総
合
福
祉
学
部

相
会
稲
祉
学
科
(3
5
0

名
)

産
業
相
祉
学
科
(1
0
0

名
)

相

会
教
育
学
科

(1
5
0

名
)

祈
祉
心
理
学
科
(1
0
0

名
)

情
報
稿
祉
学
科
(1
0
0

名
)

東
北
福
祉
大
学
は一八
七
五年
(明
冶
八
年)
に
曹
洞宗
専門
支
校
と
し
て
誕
生

し
た
。

幾
多の
変
遷を
重
ね

一九
五
八
年
扇
和三
十
三
年)
に
短
期
大
学
に
な
り、

さ
手

(同
=
一
十
七年
)
に
四
年
制
大
学
に昇格

、

笠
宮福
祉
堂
郵
社会
福
祉
堂
由
刊

を
設け
た
。

短
大
時
代
から
教
え
、今
固
ま
で
卒
業
生
の
数
は
約
二
万
丸
干
人
に
達

す
る
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
迎王、
大
学
の
時々
を
振
り
返
る
こ
のシ
リ
ー
ズ
も

今
回
で
第7
回
を
数
える
。

今
回
は

一九
九
四
年
(平
成
六
年)
、国
見
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
完
成
し
、
今
年
十
周
年
を
迎
え
る

、

p

杜
の
都
の
ヲJサ
l
ト

ホ
ー
ルe
と
も
形

容
さ
れ
る
音
楽堂
「け
や
き
ホ
ー
ル」
を
紹
介
す
る
。

「
知
性
と
感
性
の
調
和
」
に
貢
献

今
や
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
の
み
ア
正
り
ず
処
築
関
係
指
か
ら
も
称
賛
さ

一
っ
と
も
言
え
る
の
が
こ
の
音
楽
立
れ
て
い
る。

「け
や
き
ホ
ー
ル
」
で
あ
る

。
一九
八
九
ホ

ー

ル
内
の
天
井
を
は
じ
め
と
し
、

年

(平
感
冗
年
)
に
申
渡
し
た
芹
沢
鎧

介
美
術
工
芸
館
と
並
び
、
「
知
性
と
感

性
の
調
和
」
を
教
育
方
針
に
掲
げ
る
本

学
に
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
感
性
を
磨

く
う
え
で
の
車
の
両
輪
的
な
役
割
を
来

た
し
て
い
る。

開
催さ
れ
るイ
ベ
ント

ゑ
菜

、

美
術
の
芸
術
分
野
は
も
と

よ

り
、

文
化
全
磐
毛
広
範
囲
に
及
ぶ
。

九
平
八
月
に
率
六
二
筆
十
後
の
九

四
年
一月
に
。
詩吟
地
上
二
階

、

地
下

二
階
、
延
べ
床而
獄
八
、
九二
三

八

八
平
方M
の
q
加
に
は
フ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
前
奏
可
能
な
ス
テ
ー
ジ
と
47川

数
7
2
0

の
ホ
ー
ル
が
あ
る
。

問
問
料
時

間
を
殻
定
で
き
る
可
変
装
世
が
施
さ

れ
、

そ
の
制
限
れ
た
音
締
効
来
は
音
楽
の

く
、
美
し
い。
山市
底
控
室
は4
輩
、

リ
ハ
ー
サ
ル
議
は
2

容
設
け
ら
れf
-。

一最
先
に
出
る
と
的
水
の
あ
る
ハ
ー

モ
ニ
ー

ス
ク
ウ
ェ
ア、

せ
せ
ら
ぎ
の
音

が
絶
え
ない
小川
が
見
ら
れ、

訪
れ
た

人
の
、少
乞
安
らか
に
し
て
く
れ
る
。

こ
れ
ら
は
設
計段階
から
コ
ン
セ
プ

ト

と
し
て

、

こ
の
音
楽
堂
が
学
生
は
も

と
よ
り

、

広
く
市
民
に
も開
欲
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
女
流
が
生
ま
れ
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
、
ま
さ
し
く

人
々
の
ァ
む
の
オ
ア
シ
1
u
に
な
っ
て

い
る。

入
試
耶
務
室

T
E
L
0
2
2
7
1
7
3
3
1
2
 

P
A
A
n
v
A
n
u
ヮ
“
q
L

ヮ
，
可
A
7
6

9
d
q
u
q
u
q
4

いきいき した表情で
話す竹中平厳大臣

※ B 日程は試験終了後に面接を実施します。なおAO入試、 特別選抜入試はすでに終了 し ま し た。

平成16年度大学院今後の入学試験日程 醐選考(問合せ先は通学市IJ = 022 - 7 1 7引 15、週間削 = 022 ぉ3-22 1 1 へ)
[修士課程 出 願 ー 期 間 | 選考自 ら 1-_ 合格発表 日

通学制 ・一 般 | 平成 16 年 1 月 21 白 (水)-平成 16 年 2 月 20 日 (金 ) 1 平成 16 年 2 月 25 日 (水 ) 1 平成 16 年 3 月 4 日 (木)

・ 社会人 | 平成 16 年 2 月 16 日 {月 ) -平成 16 年 3 月 10 日 (水) 1 平成 16 年 3 月 13 日 (土) 1 平成 16 年 3 月 23 日 (火)
通信制 | 平成 16 年 2 月 1 日 (日 )-平成 16 年 2 月 初 日 (土) 1 平成 16 年 3 月 6 日 (土) 1 平成 16 年 3 月 12 日 (金)

博士課程 平成 16 年 1 月 21 日 (水)-平成 16 年 2 月 17 日 (火 ) 1 平成 16 年 2 月 21 目 (土 ) 1 平成 16 年 3 月 4 日 (木)

〈必調〉
国語(国語1- 国語日 出古文瀧
文を陣く)
叫国語(英語I・英信日 りーテεィング

ライテイノグ)

( 1 科目選択〉

世界史B
日本史B
地理B
政治桂清
数字(数1(必須〉、数日 ・散A 艶B
〈選択 ) ) 

生物lB

た
。

テ
!

?
は
「
日
本

再
生
に
向
け
て

、

若
者

へ
の
期
待
」
可

せ
ん
だ
ん
の
里
視
察

鰐
殺
後
、竹
中
大
臣
は
本
学
の
関
山
雄

施
設
「
せん
だ
ん
の
主
を
紡
札
、
特

川
ふ
務
滋4人
ホ
I

ム
を
視
察
し
た。百

歳
に
な
る
男
性利
用
者
か
ら
欝
干
を
求

め
ら
れ
る
と
「
体
に
気
を
つ
け
て
」
と

優
し
く
誇り
か
け
な
が
ら
気
軽
に
応
じ

て
い
た
。

(第 7 号)

構
造
改
革
の
中
心
人
物

江
尻
釘
薮
授
か
ら
漏
造
改
革
の

中
心
人
物」
と
の
紹
介
を
受
け
て
始
ま

ヲ
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る
大
臣
除
と
は
逃

い
、終
始
に
こ
や
か
で
、
ソ
フ
ト

な
語

り
口
は
学
生
と
接
す
る
の
が
い
か
に
も

楽
し
い
と
い
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

そ
れ

も
そ
の
は
ず、

大
臣
に
な
る前
は
俊
応

大
学
の
教
授
を
務
め
、
ス
タ
ァ
フ
か
ら

「
学
生と
接
し
て
い
る
と
き
が

一帯
生

き
生
き
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

例
議
は
川
干
分
と
い
う
短
い
時
間
だ

っ
た
が、

「
今
と
百年
前
の
物
川酬は
ど

う
変
わ
っ
た
か
」
「N
H
K
H
プ
ロ
ジ

平成16年

3 月 18 日 (木)
午前11日寺
予定

平成16年
2 月 9 日 (月 )
午前 11 時
予定

TFU ALUMNI BULLETIN 

試験日程等

上音楽堂の全体像

下 . コ /サ トホール内部

仙台 (本学)のほ

言己の地方会場で実施
札幌、青森、盛岡、
秋田 、 山形、郡山 、
大宮、東京、 新潟、
大阪の11 カ所

ウ
ェ
ル
コ
ム
日
訪
問

そ
の
後
、
瓜
怪福
祉
制
慾
附
と
完
成

し
た
「ウ
エ
ル
コ
ム
引
」
を
訪
れ
、
最

新
股
伽
を
凡
て
は
う
な
ず
い
て
い
た

。

分
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
院
は
恥
後
ま
で
笑
阪
を
絶

や
さ
す
制
比
し
た
需
で
、
無
都
府
途

に
就
か
れ
た。

仙台 (本学)

(A日程・ B日程入試)

品
フ
や
、
ω
の
オ
ア
シ
ス

ま
た
、
入uま
去
、
卒
業
式
、
新
人
生
を

裂
に
し
た
人
思
議
寝
苦
ど

ヰ
一
害
事
の
ほ
か
各
柿
雲

、

イ
ベ
ン

ト
会
坊
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
は細
川護
阻、

羽
田
孜
、
村

山
宮
市
と
三
人
も
の
首
相
が
在
任し

「
』。
海
外
で
は
七月

、

北
朝
鮮
の
金
日

成
主席
が
死
考
経
草
山
は
七月に
一

ド

ル
拓
円台
の
円
両
手
配
録
。
九
月
に

は
関
西
空
港
が
開
地
す
る
な
ど

、

内
外

MM勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
弓

周
囲
は
変
わっ
て
も
本
学
の
知
惟
と

感
性
の
双
方
に
悦
さ
し
ト
薮
育
、
と
り

わ
け
感
性
を
育
て
る
教
育
方
針
は
不

発
本
学
に

H

杜
の
都
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー

ル
H
が
誕
生
し
た
意
義
は
計
り

知
れ
な
い。

平成 16 年

3 月 15 日 (月 )

長
が
ご
干
一世
紀
は
知識
と
感
性
の

調
和
が求
め
ら

れ
る
時
匂
こ
れ
を
機

に
、

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
祈
る
」
と
あ
い
さ
っ
し
た

。

論
誌
は
桜
美
学
突
出
貫

教
授
(元
京
大、

日
大
教
授)
が
務
的、

「感
性
を聞
く

」
シ
ン
ポ
ジ
ウム
で
は

宰
円
(
家
・

伐
日
間
慣
平
氏

、

脚
本
家
芝

修
一氏
、
小
恰
紘
教
授
を
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
に
泌
辺
灯
梨
学
部
長
が
司
会
し
れ

も

午
後
に
剖同
の
研
究
発
表
が
行
わ

れ
、
円
疑
応
谷
が
交
わ
さ
れ
た

。

我
が
国
初
の
感
性
福
祉
研
F
A附
を中

心
に
抑
制
、
え
発
足
し
た
感
性

初
祉
生
ムEの

径
三
回
大
会
が
十月
十
八
日、

音
楽
堂

「
け
や
き
ホール
」
ほ
か
で聞
か
れ
た。

テ
1

7
は
「
成
品T乞開
く
」
で、

A円
以
、

学
生
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
れ
'
も

平
成
十三
年
に
「
人間
が
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
環
境
を
創
出
す
る
」
こ

と
を
回
線
に
掲
げ
て
発
足
し
た
本
説
会

は
、
今
や
全
国
に
五
百
人
を
超
え
る
会

口
組
織
に
発
展
し
て
い
る

。

学
会
の
会
長
で
も
あ
る
萩
笠
旧
輩

平成 15 年
12 月 22 日 (月 )

平成 16 年
1 月 22 日 (木)

〔必着〕

平成 16 年
2 月 12 日 (木)

平成 16 年
3 月 10 日 ( 7)く )

〔必着〕

平成16年度一般選抜

こ
の
十
年
の問
に
は
別
表
ド
あ
る
よ

う
に

、

ピ
ア
ニ
スト
の
中
村U
47さ
ん

を
は
じ
め、

著
名
な
品
川
崎
市
抵
や
芥
川
口

作
単
の
故
池
間満
寿
夫
さ
ん
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
人
が
山
山
出
し
て
い
る

。

中
で
も
、
九
月
の
日
妻
倣
コ
ン
サ
ー

ト
は
秋
の
{
事
帯
と
し
て
、
す

っ
か
り
市

民
の
問
に
没
透
し
て
い
る
。

両
側
バ
ル
コ
ニ
ー

席
、
側
面
の
反
射
壁

な
ど
は
仙
台
市
の
定
制
す
店
厚
の
け
や

き
正
木
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
装
飾
に
彩

ら
れ
て
い
る。

斬
新
な
政
計
が
施
さ
れ
た
ロ
ビ
ー
や

国
人
の
人
物
が
さ
ま
ざ
ま

h
t市
町
を
奏

で
る
依
チ
を
描
い
た
附
板
壁
画
の
あ
る

2

層
吹
き
抜
け
の
ホ
ワ
イ
エ
は
明
る

平成 1 6年 l 月 26 日発行



設
立
十
五
年
目
の
ゴ
ル
フ
部
男
子

が
初
の
五
冠
を
達
成
し
た

。
十月
一
一
干

、

一一干
一
の
両
日
、
愛
知
県
足
助
町
の
セ

ン
ト
ク
リ
ー

ク
G
C

(男
子
7
0
1

9

ヤ
ー
ド

、
左
手6
1

2
3

ヤ
ー

ド
、

と

も
に
パl
η
)
で
行
わ
れ
た
第
四
十
九

回
信
夫
杯
品
奪日本
大
学
ゴ
ル
フ
対
抗

戦
、

墾
ハ
回
信
夫
杯
争
奪
回
本
女
子
夫

学
ゴ
ル
フ
投
仇
戦
で

、

本
学
は
男
女
と

も
に
優
勝。
こ
れ
で
男
子
は
年
間
五

晴
れ
の
日
本
一
の
座

1

回
戦
で
法
大、

2

回
戦
北
里
大、

準
決
勝
で
大
東
文化大
を
破
っ
て
波
に

乗
っ
セ
決
勝
成
の
相
手
は
前
牛
皮
優

勝
校
の
布
大。
本
学
選
干
の闘
志
に
い

っ
そ
う
火
が
つい
た
。

そ
ん
な
中
で
も、

普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
「悔
い
の
な

い
よ
う
に
」
と

「
試合
を
楽
し
む
」
と

い
う
こ
占
室、

こ
こ
一
番
で
発
部
し
見

事
、

日
本
一
を
勝
ち
取
っ
子
、

平成 1 6年 l 月 26 日発行

男
女
ア
ベ
ッ
ク
V

(第 7 号)TFU ALUMNI BULLETIN 

砂

女
子
団
体

筈
干
七
思
菌
学
生
数
握
勝
大

ム
宗
十月
十
九
日、

亙
民
都
足
立
匿
の

東
京
本
揖
で
行
わ
れ

、

本
堂
手
が

男
女
を
尋
じ
て
初
の
間
休
戦
日

本
一
の

座
に
就
い
た。

一
九
七
六
年
(昭
引
)

に
同
好
会
と
し
て
発
疋
以
来
、
創部
二

十
八
ノ
古
に
し
て
の
快
挙
達
成
戸
、

大
会
に
は
全
国
か
ら
お
大
学

、

約
五

百
五
十
人
の
選
干
が
参
加
し
た
。
そ
の

う
ち
5

対
5

で
行
わ
れ
る団
体実
戦
競

技
に
は日
大
学
が
出
場
。
秀
吉
八
巻

、

前
律、

波
堤
岡
田
の
四
年
生
四人
と

三
年
生

・

館
品
の
ベ
ス
ト
布
陣
で
臨
ん

だ
。

特
に
四
年
生
四
人
は
五
月
の
宮
城

但
小
大
会
で
1

、

2
、

3
、

4

位
を
独
占

し
た
無
敵
の
カ
ル
テ
ッ
ト
。
競
技
は
組

み
手
形
式
で、

各
人
が
待
官
の
技
を
選

ん
で
戦っ
た
。

年
間
五
冠
達
成

冠
獲
得
と
い
う
件
業
を
成
し
遂
げ
た

。

初
日、

2

位
・

日
大
に6
打
設
を
つ

け
、

幸
先
の
い
い
首
位
ス
タ
ー
ト

。

最

終
日
は小
野
林
洋
伴
(四
年
)
の
ベ
ス

ト
ス
コ
ア
タ
イ
耐
を
は
じ
め

、

集
計
対

象
の
四
人
が
す
べ
て
ア
ン
ダ
ー

パ
l

を

マ
ー

ク
し

、

2

位
-

名
古
犀
凶
利
大
に

却打
差
を
つ
け
る
汗
仏
だ
っ
た
。
春秋

の
リ
ー

グ
戦、

六
月
の
全
日
本
大
学
対

抗
、

九
月
の
日
米
大
学
対
抗
選
手
祉
と‘ 

(3 ) 

主
要
タ
イ
ト
ル
を
総
な
め
し
た
の
は

、

平
成
元
年
に
同
好
会
と
し
て
発
足
し
て

か
ら
初
め
て。
な
お

、

今
大
会

、

男

子
は
二
年
連
続
5

度
目

、

女
子
は三

年
ぶ
り2
度
目
の
優
勝
と
な
り

、

春
に

続
い
て
の
ア
ベJ

制
T
5

っ
会

万歳 して喜びを表すゴル7部

相j 手 ZF 枠に最東出こ 5 すとつの たので熱権

聖母す禁審主 t 左海量 三 間宮児、 三季出る豊宮罰室主 全

IiHES 引をE 号 25j、 Z523F521 E
部 ?き県 主る;主束 、 - 聾た秒た見学 l ら 奇S 9 tぞ E 全 主:

手旨空三品哲悲喜 2 さだて J 官量品草 案 f 者 R 喜 盃
主緬ど孔退去出規で主単)順イ果主に ft T 三話各室 孟
同めれし信 4草場定の 、 数位ムたよ笹表 て荏勢害罪 軍国

γ日ド 国国 初の伊勢路走破 H2 雪幸 福

第
五
十
一
回
全
日
本吹
奏
余
コ
ン
ク

ー
ル
が
十
月
十
八
日
、
栃
木県
宇
都

宣
巾
文
化
議
で
行
わ
れ、

東
北
代
表

と
し
て
一二
年
ぶ
り
二
皮
目
の

貰

出
場
を
来
た
し
た
本
学
は
銀

受

店
誓
言
し
た
。
前
回
は
銅

賞

作以
だ
っ
た
が、

一
段
と
レ
ベ

銀

事
上
が
っ
た
こ
と
を
霊

で

し
た
。

ル

演
奏
は
二
曲
。
謀
組
曲

一
「
ウ
イ
ナIズ
1
吹
奏
楽
の

ク

た
め
の
行
進
曲
」(作
曲

ン

諏
訪
雅
彦)
と

、

自
由
曲

コ

「系
益
曲
第
3
番
N
G
R“

本
よ
り

1
2

4
楽
章
」

口
同
(作
曲

・
天
野
正
道
)
で
、

全

車
は
い
ず
れ
も
仙
台
フ
イ

司
自

ル
ハ
l

T
7
ー

ホ
〈
響
楽
団
の

蓋

院
議
暴
露
セ

響
盛

代
表
を
務
め
る
小
野
は
る

聞
置

か
さ
ん

(社
福
三
年
)
は

「
部
員全員
が
一致
団
結
し
た
お
か
げ
」

と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
を
成
縦
ア

ッ
プ
忽
菌
に
挙
げた。

駅
伝
を
始
め
て
か
ら
わ
ず
か
四
年

。

長

足
の
進
歩
で
東北
に
来
年、

大
会
史
上

初
の
拍
車
撃
を
も
た
ら
す
墜
事
成
し

遂
げ
た。

な
お

、

大
会
の
模
様
は
当
日

、

テ
レ

ビ
朝
回
系
列
の
東
日
本
放
送
な
ど
で
全

国
中
継
さ
れ
た
。

園
闘
剛
幽ベ
ス
ト
8

平
成
十
五
年
度
第
五
十
六
回
秩
父

宮
秩
父
宮
妃
賜
杯
全
日
本
大
学
バ
レ

ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が十
二
月
八

日
、

東
京
体
育
館
で
閉
幕
。
男子
l

2
5

、

女
子1
1

2

校
の
史
上
川
市
多
チ

ー

ム
が
参
加L
P
、
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
た
本学
女
子
は
ベ
スト

8
、

男
子
は
ベ
ス
ト同だ
っ
た
。

中
村
主
将
中
日
入
り

十
一月
十
九
日
に
プ
ロ
野
球
ド

ラ
フ

ト

会
議
で
中
日
か
ら
5

巡
百
指
多
乞
受

け
た
似
式
野
球
郁王将の
中
村
公
治
外

野
手
が
同一
干
六
日
、
杏
'
子
で
指
名
あ

い
さ
つ
に
訪
れ
た
球
団
側
と
対
面
し

た
。

あ
い
さ
つ
に
は
大
竹
装
部
長
、
山

路
哲
生
匡
相
口
が
同
席
し
た

。

仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
交

渉
で
仮
契
約
告
に
調
印
し
た
後
、
会
見

に
臨
ん
だ
中
村
外
野手は
「高
い
評
価

を
い
た
だ
き、

成
滅
し
て
い
る
。

こ
の

瞬
間
か
ら
閉
山
単
一
手
乞
目
指
し
て
加
長

り
た
ど
と
胸
を
張
っ
た
。

対
戦
し
た
い
投
手
に
横
浜
の
斎
藤

中村主将

体
育

。
卓
球
部

第
乃
回
全
日
本
祖
仏
大
会
(8
月
9
3

ロ
目

、

新
有
森
県
総
合
連
型
函)

マ
決
勝
トー
ナ
メ
ン
ト
男
子1
回
機

東
北
福
祉
大
中
日
森
大(ベ

ス
ト
匁)

C:゙  
Z玄

マ
同
女
子2
回
戦

東
北
福
祉
大

翠
存
皇
大

(
ベ
スト同
)

八
〉陸
上
競
技
部

天
皇
賜
杯
第η
回
日

本
学生
対
校
選手

権
(7
月
4
1
6

日
、
横
浜
国
際
総
合

競
技
場
)

マ
男
子
三
千
μ
障
害

(4
年
)
8

分
%
秒h
J
冠
木
雅
守

4

位

凶
年
迎
統
の
ベ
ス
ト
8

進
出
を
決
め

た
女平た
が

、

準
々
決
勝
の
想干
背

羊
犬
が
放
っ
ジ
ャ
ン
プ
サ

l

ブ
に、

本

来
の
レ
シー
ブ
力
がμ
を
ひ
そ
め
て
し

ま
ワ
た
。

佐
藤
伊
知
子
防
官
は
「
守
り
が

ル
ヤと
言
っ
て

、

悔
し
さ
を
飲
み
込
ん
だ
。

一女
チ
一
マ
準
々
決
勝

東
北
縞
祉
大0
3

一男
子一
マ
4

回
戦

東
北
福
祉
大

青
山
医
大

耳ミ

ií証

隆
、

白
根
と
す
る
選
干
に
阪
神
の
金
本

知
慾
外
野手
と

、
い
ず
れ
も
本学
の
卒

業
生
で
あ
る
大
先
輩
の
名
を
挙
げ

、

早

く
も

闘
志
を
見
せ
て
い
た
。

ま
た

、

今
回
の
ド
ラ
フ
ト
で
は
草
成

士
五
度
卒
で、

ヤ
マ
ハ
所
属
の
野
小
山
崎

準
大
挙
干
が
オ
リ
ッ
ク
ス
か
ら
向
山
獲

得
枠
で
の
指
名
を
受
け

、

同
日

、

仮
契

約
を
交
わ
しF」
。

8

年
連
続
四
度
目
出
場

第
首
盟
何
神
宮
野
球
大
会
に
八
年

連
続
円
度
百
の
出
場
を
来
た
し
た
本
学

は
十

一月
十
四
日、

京
京
神
宮
球
場

で
東
亜
大
と2
回
戦
を
行っ
た
。
先
制

を
許し
、
追
い
上
げ
た
が
、
逃
庁
切
ら

れ
た。

優
勝
は
東
亜
大
が
飾
っ
た
。

マ
2

回
戦

東
亜
大
(四
国
・
中
国
)

1
i
'
i

q
L
n
u
n
U

ハ
u

n
U
ハ
U
n
u

一
A
性

ハ
υ
n
uハ
U
1

ム
ハU
ハ
u

n
u
ハ
u
n
u
-
-
ょ

東
北
福
祉
大(北
海
道
東
北
)

各
部
の
鴎
績

第
日
回
東
北草
生
駅
伝
対
抗
選
手
権
大

会
(9
月
沼
田
白
勝
ス
ポ
ー
ツ
公
園)

東
北
福
祉
大3
時
間
苅
分見
秒
優
勝

(秩
父
宮
賜
杯
第
お
回
全
日
本
大
学
駅

伝
対
校
選
手
権
大
ム
否
説
明
へ
)

〈
〉弓
道
部

第
幻
回
全日
本
学
生
女
子
王
座
決
定
戦

(日
月
初1
却目

、

伊
勢
神
冨
づ
出
坊
)

初
戦
敗
退

。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
郡

東
甲
本
大
量
干椛

(8
月
8
i

U
日

、

茨
皆
宣
程

一町
)

マ
決
勝

東
北
橋
祉
大

日

イ本

大大

E~;証言語直属量Jmi'，;tit?碍 ?fii信託 flifi ziiiJ12 i;52誌 ;fii TI!日許
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展示予定芹沢鮭介美術工芸館
2ぬ4年

東北福松大学

2005平

木よニニJ/:}J <木i1/2' 立ti金ぷ辺笠l
芹沢錠介コレクション

世界の民族衣裳

15.ぷ泣二')/1盟主i主ζ;2/2

芹沢鮭介を

継承する人々
芹沢錠介の作品に見る吉祥文様

T98 1-8522 仙台市青葉区国見 1 丁目 8 呑 I 号
東北福祉大学 2 号館内 TEL 022-717-3318 

FAX 022-717-3324 

芹沢錠介の作品

笠
月 1--1120_<火)-3/3 1 (水)
些| 開館以来 1 5~三
お | 東北福祉大学コ レクション
訴 | アイヌアフリカ東南アジアイノドー

開館時間 10: 00-16 : 30 (入館は 16 凹ま で)
休館目 。 展示替え期|師、創立記念日 (9/25) ・ 入試期間
入館料 。 一般叩O円、大学生初O円 (高校生以下は無料)
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山
梨
県
・
北
海
道
釧
根
地
区
に

同
窓
会
正
式
誕
生

マ
山
梨
県

芦
子
同
窓
会
の
詮
止
以
来

、

初
の
女

性
会
長
が
誕
生
し
た

。

昨
年
十
一
月二

十
九
日
、
低
気
圧
の
接
近
に
よ
る
あ
い

に
く
の
降
雨
の
中
、
本
学
か
ら
北相
自
治

斐
子
長
、
佐
藤
伊
知
子
助
教
授
を
来
私
自

に
、

甲
摩
市
の
ベ
ル
ク
ラ
シ
γ

ク
甲
府

に
一一
一十
六
人
の
同
県
在
住
同
窓
生
が
出

席
し
て
、
設
立
笠
宮
が
聞
か
れ
た

。

は
じ
め
に
、
萩
野
学
長
が
設
立
に
尽

(第 7 号)TFU ALUMNI BULLETIN 

栃
木
県
同
窓会で
は
「
母
校

息
子
の
墜
を
企
画
し
、
昨
年

E
E

十
月
二
十
五
日
に
大
羊
祭
で
に

劃
恒
ぎ
わ
う
母
校
を
訪
問
し
た

。

訪
短
品
哲
也
教
授(国
自
立

校母

平成 1 6年 l 月 26 日発行

会窓同ヨ零
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

引
。
た
後
、
関
連
施
設
の
東
北
福
祉

4
4
会
「
せ
ん
だ
ん
の
壮
」
を
規

発

巨
開
栃
木
県
出
身
の
中里
仁
社
長

4
4

(昭
幻
卒)
の
案
内
で
、
施
設

内
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
歩

い
て
回
っ
た
。

力
さ
れ
た
禿
起人
の
%
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に

「大
学
と
は
永
遠
の
つ
な
が
り

を
も

っ
て
い
た
だ
き
た
い」
と
期
待
を

込
め
た
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た

。

続
い
て
、
重
準
懲古代
衣
の
霊

竹
田
寸
さ
ん
宿引
き
か
ら
設
立
に
至

る
ま
で
の
経
過
読
明
が
あ
り

、

設
立
に

関
す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
た

。

議
案
は

満
場

一致
で
承
認
さ
れ

、

晴
れ
て正
式

に
山
梨
県
同
窓
会
が
発
足
し
た

。

初
代

会
長
に
は
恵星
守
山
子
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
初
の
女
性
会
長
が
就
任
し

F、。

そ
の
後
、
「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
か
ら

み
た
人
間
同
係
」
を
テ

l

マ
に
、
佐山崎

助
教
授
が
記
斗
講
演
を

行
っ
た
。

ス
ポ

ー
ァ
選手
が
成
功
す
る
た
め
の
条
件
と

し
て
「苦
資
×
環
境
×
や
る
気
が
大
切

」

と
強
調
し
、
出
席
者
に
感
銘
を与
え
た。

都
中
親会で
は
参
加
者
か
ら「こ
の
日

を
楽
し
み
に
待っ
て
い
た
」
と
の声が

上
が
る
な
ど、

産
止
の喜
び
が
諮
ら
れ
、

互
い
の
か
〈
流
を
深
め
た

。

想い出の松を背景にして

| 野県勢 ll 

に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
期
待
す
る

」

と
祝
貯
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
群
馬
義
援
故
隠
翠
諜

群
一信
向
窓
季
寵
の
第
一
回
研
修

会
が
昨
年十
一
一
月
六
日

、

前
市
市
総
合

宿
斐
露
で
同
窓
生
を
対
象に
聞
か
れ

佐藤邦吉会長

長
の
佐
藤
邦吉
会
長

(昭
唱
卒
)
が
、

参
加
し
た
約一二
十人
の
学
生
を
前
に
、

釧根地区間窓会設立総会

続
く
記A芯
我
山
で
は
、
阿
部
教
授
が

「
近年
の
福
祉
改
革
の
動
向
と
将
来
」

と
題
し
て、

日
本
の
福
祉
の
現
状
を
丁

寧
に
解
説。
分
か
り
ゃ
す
い
説
明
に
参

加
者
も
う
な
ず
い
て
い
た
。

相
続
会
で
は
釧
路
市
長
か
ら
の
お
祝

い
の
メ
y

セ
1

ジ
を
向
副
市
民
が
代
読

し
た
。

ま
た

、

乾
杯
の
音
頭
は
七
重
宿

三
氏
(昭
制
卒
)
が
務
めF」。

最
後
は会
以
で
校
歌
を斉時
古
橋

英
俊
氏
(昭
判
卒
)
の
音
頭
で
、一本

締
め
を
行
い

、

互
い
に
母
校
の
院
盛
に

許
与す
る
こ
さ
姦聞
い
合っ
た
。研修舎を終えて

巴

た
。

都
師
に
福
祉
行
政
や
施
設
で
実
務

経
験
が
山
一
景品
な
人
材
を
迎
、
λ
、
実
盤
面

最
優
秀
バ
ッ
テ
リ
ー
賞
聖
貰

山
形
栃
木

3

県
で

平
成
市
年
度
総
会
終
了

る
出
席
者
示
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
た。

マ
山
形
県

平
成
十
五
年度
笈
奈
昨
年
九
月
二

十
三
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山

形
で
開
催
さ
れF」O

本
学
卒
業
生
の
県民
へ
の
還
元
と
、

母
校
へ
の
進蓄
の
増
加
を図
る
た
め

の
企
画
な
ど
新
た
な
趣
向
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
山
形
市
内
の
公
私
立
同
校
の

生
徒
約
六
十
人
が
出
席
し
た

。

本
学
広

報
企
画
課
の
千
醤
主非
開
長
が大
手

の
方
針
と
入
試
概
援
を
説
明
し
、
通
信

教
育
部
の
背
柳
勉
誹
長
が
通
信
教
育
の

活
用
と
手
ぴ
方
に
つ
い
て
話
し
た。

矢野選手(阪神)
輝球
fjþ、 、 司Z

jf1ì阪成
手 翌 二

17LE 
青ム三
二ご dコノ

百 tE ロ
日野町古

新
潟
• 

マ
北
海
道
釧
根
地
区

同
地
区
間
愛
吉
設
立
笠
宮
記
忠
義

州
兵
ひ
設立
を
祝
、
つ
懇
親
会
が
昨
年

十

二
月
十
四
日
、
釧
路全日
空
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

本
止
千
か
ら
萩
野
浩
法
学
長
、
阿
部
裕

二
教
授
が
出
席
し
、
会
員
約
四
十
人
が

参
加
し
た。

野
瀬
義
文
氏(昭
岨
卒
)
が
設立
ま

で
の
経
過
を
説
明
し
た
後

、

設
立
に
向

け
て
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た

。

そ
の
結

果
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

正
式
に
同

地
区
同
受
奈
誕生
し
た
。

萩
野
守
長
が
「誕
生
を
祝
う
と
と
も

査
室
卒
業
し
た
プ
ロ
亡
く
な
ら
れ
た
伊
藤
義
博
前
監
督
へ
の

野
球
選
手
に
よ
る
「
野
球
恩
堪
し
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

。

紛
〈
教
室
」
主
要
野
球
選
で
護
れ
た
宮
城
県
内
の
少
年

記
却
部
O

塁
走

)
が
十一
一
翼
手

l

ム
か
ら
約二
百

一一干
人
の

開
凶
月
六
日
、
国
克
ケ
丘
第一

子
ど
も
た
ち
と
保
設
者
、
長
著
ら
を

言
=
キ
ャ
ン
パ
ス
の室
丙
練
習
主
総
務
五
百
人
か
費
し
た

。

幅地
帆
坊
で
聞
か
れ
た
。

上
岡
良
一さ
ん
が司
会
を
務
め
、
開

開
制

一昨
年
に
統
い
て
一
面
催
樫
門
講
師

、

チ
ー
を
興
作
続

暗
唱
自

の
開
催
で
、
現
在

、

野
い
て
大
塚
さ
ん
か
ら
本
学
野
球
部
が一

帯
3
球
解
説
者
と
し
て
活
躍
し
替
大
切
に
し
て
い
る
も
の
は
「
あ
い
さ

て
い
る
大
塚
光二さ
ん
が
つ
だ

」
と
切
り
出
す
と
、子
ど
も
た
ち

.. i
a

呼
び
か
け、

同
年
八
月
に
の
元
気
な
戸
ず
」
だ
ま
し
た
。

F
H泡
目
目

E
E

B
'

a
'

ウ
オ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
キ
ヤ
ツ

ご串
田
・
担
歯
固

伯
段

チ
ポ
ー
ル
、
投
球
練
習
、
打
艇
に至
る

内

層
圏
興
銀

い阻
ま
で
支
の
時
五
り
、

手
振
り

そ
の
後、

震

に
戻
っ
て
、
佐
藤
千

三
れ

晴
刷
糊
欝
島
4
主
え
て
監
理

予
定
の
二
時
間

代
典
広
報
担
巾
奇
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
U
H
H
・
E
V
E
-
開
町
観
樹
桝幽
闘
が
あ

っ
と
い
み
向
に
湯
元
役
員
改
選
を
は
じ
め
、
提
出
議

案
は

を
隅
々
ま
で
案
内
さ
れ
た

。

参
加
者
は

一
…
…

一

都

圏
蝿
甑
幽
F
緋
師
面
会
単
答
で
は
草
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た

。

「
母
校
が
大
き
く
発
展
し
誇
り
に
思

…
…
日
…

選

圃
障
環
幽
・
・
草

に
高
卒

、

業
ム
ン
ム
ン
。

総
会
に
先
去

、

本
会
後
援
し
た

う

」、

「
招
祉
を
目
指
す
人
の

育
成
に
貫

一
品
目
一
時必
圃
圃
園
田
朝
出
酬
副
圃

-
-a
最
後
は
チl
ム
ご
と
に金
講
師
を
交
え
市
民
公
開
抗
座
が
開
か
れ
、

一般
市
民

主
な
役
割
高
っ
て
い
る
の
が
分
か
つ

一
日
…
日

嗣
悶
叫
が
働
脇
た
記
事
が
行
わ
れ
、
書
は
大
九

十
七
会
議
し
た

。

事
務
め

た
」
な
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た

。

汗
り

凶
副恥剖
冊
1
1
叫
略
a

喜
び
だ
っ
た
。

た
萩
野
学
長
は
テ
1
7

「市
町
村
合
併

母
語
問
の
企
画
は
新
車
に
次
い

引
…

聞
酔
令
咽
薗

E
球
児
に
固
ま
れ
打撃
指
導
す
る
大
埠
さ
ん
と
摘
祉
政
策
の
展

望
に
つ
い
て
話
し
、

で
二
番
目
で
あ
るo
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H
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U
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H
H
H
H
H
H
H
H
H
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社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉
わ
政
に
携
わ

γ
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0
ん
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ク
Z
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2
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Z々
々
々
々
々
ク
2
2
2
2
2
z
z
'
Z
Z

ん
'
g
o
Qク
ク
ツ
ツ
ク
り
ク
ク
ウ
ク
ク
ツ
ツ
方
々
々
々
ん
，

z
z
z
z
o
g
Z
2
2
2
2
0
0

ゥ
ゥ
。
え
ん6
2
2
2
8

ク
ツ
万
立
ゐ
ウ2
2
8
2
2
2
2

ツ
ツ
ツ
万μ

自
R
U
M包
司
区
司
単F
←
E
叫
噌
晶
抗
-
・
』

県
内
の
柄
祉
施
設
の
現
状
と
就
職
状
況
で
研
修
の
成
梨
を
す
ぐ
に
盆
止
て
る
こ

目

'
a
s

』

e
a
-
-
唱
「
，
Z
4
3
-
F
E
E

に
つ
い
て
話
し
た
。

「
広
い
視
野
、
あ
と
を
開
催
モ
ッ

ト
ー

に
し
た
。

群
馬
引
街
雲
は
昨年
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
物
が
見
ら
れ
る
人
材

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら「地
域
福

十
一
月
七
日
、
本学
で
県
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
祉

」、
施
設
経
験者
か
ら

「地
域
福
祉

出
向
問
者
を
対
象
に
就
職
ガ
学

生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た

。

サ
ー
ビ
ス」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
武

イ
ダ
ン
ス
ゑ
拝
施
し
た

。

第
一
回
耳
打
修J会
聞
く

苦
話
が
あ
り
、
有
革
な
時
間
に
な

初
め
に
、
就
職
部
の
平

E
4

つ
セ
出
席
し
た
同
窓生
は

「仕
事
上

需
拡
課
長
から
開
催
趣
の
問
題

、

悩
み
な
ど
を
解
決に
説
く
方

旨
に
つ
い
て
の
説
闘
が
行
法
が
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
」
と
洲
足

わ
れ
た。

げ
に
話し
た。

マ
新
潟
県

昨
年
九
月
十士
百
、
萩
野
学
長
、
江

尻
有
男
教
授
が
参
加
し
て
、
新
潟
市
の

東
映
ホ
テ
ル
で
総
会
が
開
か
れ

h
J
」G

保
育
士
課
程
同
窓
会
総
会

昨
年
十
二月
十
四
日
、
本学
で
平
成
一
認
さ
れ
、
役
員
改
必
で
も
田
中

佳
二
会

十
五
年
度
総会
を
開
催
し、

恩
師
の
佐
一
長
(昭
位
ヰ
)体
制
で
運
営
し
て
い
く

墜
脊
薮
授
が
出
席
し
た
。

一
こ
と
が
磁
認
さ
れ
た

。

一年
ぶ
り
の
再

提
案
さ
れ
た
議
題
は
原案通
り
に
承
一
ム
子
乞
互
い
に
喜
び合
っ
て
い
た
。

矢野選手

「2
0
0

3

年
民
プ
ロ
野
球
品
集hバ

ッ
テ
リ
ー

従
」
の
セ
-
リ

l

グ
部
門

で
井川
康
診干
と
と
も
に
選
ば
れ
た

。

昨
季
、
十
八年
ぶ
り
に
リl
グ

ト

y

プ
の
チI
ム
防
御
率3

・
5
2

u
ι

訟
り、

そ
の
立
役
者
と
し
て
評
価
さ

れ
た
も
の。

矢
野
捕
手
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ラ
ブ
以
主
主
し
た

。

• 新潟県同窓会総会

続
い
て、

本
学
の
卒
業
生
三
人
が

「
本
学
で
何
を
学
び
、
職
業
に
ど
う
生

か
し
て
働
い
て
い
る
か
」
を
紹
介

。

受

験
を
迎
え
る
河
童
た
ち
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

特
別
講
演
で
は

、

萩
野
浩
基
学
長
が

「
一一
十一世
紀
の
柄
祉
は
戚
笹
に
あ
り
」

と
題
し
て、

凱
弁
を
振
るっ
た
。
会
場

は
別
席
に
な
り
、
イ
ス
を
追
加
す
る
ほ

と
の
雌
況
だった
。

受
菜
、
は
、
本
間
術
副
会
長(昭
輔

さ
が
「ム
賓
の
融
和
と
親
睦
義一

に
考
え
た
い
。

H

総
会
に
集
ま
ろ
うH

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
来年
に
向
け
て
頑
張

り
た
い
」
と
あ
い
さ
っ
し
た

。

続
い
て殺
事
の
帯談
が
行
わ
れ、
満

場
一致
で
努
ぎ
れ
た。

マ
栃
木
県

晩
秋
の
缶
漉
い
宇
都
目旦
巾
コ
ン
セl

レ
で
昨
年十
一月
十
五
日
、
総
会
並
び

に
組
組
会
が
聞
か
れ
た

。

詮
差
一
年
目
を
迎
え

、

役
員
改選
の

案
件
が
提
出
さ
れ
た
。

討
議
の
結
巣、

一郎
新
炉
役
貝
が
補
充
さ
れ
た
ほ
か
、

ほ
ぽ
全
員
が
再
任
さ
れ

、

引
き
続
い
て

同
変
奏
辰
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と

を
替
い
合っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
グ
ラ
ス
を
手
に
し
た

山形県同窓会総会

栃木県同窓会総会

会
長
た
ち

が
一
年
ぶ
り
の
再会を
祝

し
、
乾
杯。
あ
ち
こ
ち
で
交
流
の
輸
が

で
き
、
旧
交
を
泊
め
て
い
た。

谷
原
さ
ん
が
逆
転
優
勝

草成
土

手
度
専
の
プ
ロゴ
ル
フ
ァ

ー
谷
原
秀
人
さ
ん
が十二
月
の
ア
ジ

ア
ジ
ャ
パ
ン
沖
純
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
逆
転
優
併
」
乞
飾

っ
た
。

谷
原

さ
ん
は
ツ
ア1
2

勝
目。


